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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

10
月
4
〜
6
日
の
3
日

間
、
県
下
11
の
税
務
署
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

今
年
も
昨
年
と
同
様
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
意
見
交
換

と
な
り
、
3
密
を
避
け
る

た
め
、
建
設
山
口
本
部
の

税
対
担
当
役
員
の
み
で
、

3
日
間
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
署
で
異
動
の
た

め
総
務
課
長
が
替
わ
っ
て

お
り
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
建
設
業
界
へ
の
影

響
に
ふ
れ
な
が
ら
、
ま
ず

は
簡
単
に
建
設
山
口
の
概

要
を
説
明
。
記
帳
に
つ
い

て
の
学
習
会
で
あ
る
「
所

得
計
算
書
学
習
会
」や「
確

定
申
告
学
習
会
」、「
申
告

相
談
会
」
に
組
合
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。

「
適
格
請
求
書
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）に
つ

い
て
の
講
習
会
等
を
実
施

す
る
予
定
は
あ
る
の
か
」

の
問
い
に
つ
い
て
は
、「
各

税
務
署
で
説
明
会
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
参
加
希

望
の
方
は
税
務
署
に
連
絡

し
て
、
事
前
登
録
を
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
国
税

庁
の
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

も
説
明
会
と
同
様
の
内
容

本部役員が11税務署を訪問（10/6萩税務署）

を
動
画
で
公
開
し
て
い
る
」

と
の
返
答
で
し
た
。

「
申
告
書
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て
、

無
記
入
の
場
合
の
取
扱
に

つ
い
て
変
更
は
あ
る
の
か
」

の
問
い
に
つ
い
て
は
「
昨

年
と
同
様
に
、
無
記
入
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
受
理
し

な
い
こ
と
は
な
い
。
た
だ

し
、
一
定
の
指
導
は
し
て

い
く
」と
の
返
答
で
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
免

税
事
業
者
へ
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
や
、
一
人
親
方

等
の
免
税
事
業
者
が
、
元

請
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
対
応
を
求
め
ら
れ
た
と

き
に
、
組
合
員
さ
ん
が
困

ら
な
い
よ
う
に
、
制
度
の

周
知
や
対
応
に
つ
い
て
、

組
合
と
し
て
指
導
を
行
う

予
定
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。

法人設立の前に
組合へご連絡を

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
建
国
保
加
入
は
、「
適

切
な
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
者
」
と
な
り

ま
す
。
元
請
な
ど
か
ら

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

県
下
税
務
署
と
意
見
交
換

イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
対
応
な
ど

■所得計算書学習会日程
日程 時間・場所 対象支部

11月28日（日）
13：00～ 16：00

全支部
下関市リサイクルプラザ

11月30日（火）
13：00～ 16：00

全支部
建設山口本部会館

12月 3 日（金）
13：00～ 16：00

全支部
中国労金下松支店

■確定申告学習会日程
日程 時間・場所 対象支部

1月25日（火）
13：00～ 16：00

全支部
中国労金下松支店

1月27日（木）
13：00～ 16：00

全支部
建設山口本部会館

1月30日（日）
13：00～ 16：00

全支部
下関市リサイクルプラザ

各学習会を開催予定
～申し込みは各支部まで～

11
月
と
な
り
、
確
定

申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
税
制
は

毎
年
の
よ
う
に
変
わ
り
、

誤
っ
た
思
い
込
み
で
申

告
を
し
て
し
ま
う
と
、

無
駄
な
税
額
を
納
付
す

る
こ
と
に
も
繋
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

正
確
な
確
定
申
告
を

す
る
た
め
に
は
、
正
確

な
記
帳
が
必
要
で
す
。

全
て
の
事
業
者
に
記
帳

及
び
帳
簿
の
保
存
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
全
建
総
連

の「
日
計
記
帳
用
紙
」で

日
々
の
記
帳
か
ら
そ
の

月
の
会
計
を
ま
と
め
、

そ
れ
を「
所
得
計
算
書
」

に
転
記
し
、
月
々
の
記

帳
か
ら
そ
の
年
の
収
支

を
計
算
し
て
い
た
だ
き
、

収
支
内
訳
書
（
白
色
申

告
）
ま
で
は
正
確
に
出

来
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
所
得
計
算
書
学
習
会

を
今
年
度
も
右
表
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
書

の
記
入
方
法
や
留
意
点

に
つ
い
て
学
習
す
る
確

定
申
告
学
習
会
も
右
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

両
学
習
会
と
も
受
講

料
は
無
料
で
す
が
、
筆

記
用
具
・
電
卓
は
お
忘

れ
な
く
。
参
加
希
望
の

方
は
、
早
め
に
お
入
り

の
支
部
を
通
じ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
は
各

学
習
会
が
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

新規格（2019年２月１日）以前の規格品は、胴ベルト型、
フルハーネス型のどちらも令和４（2022）年１月１日
までに買い換えが必要です

ご存じですか？

胴ベルト型安全帯 フルハーネス型安全帯

　ラベルに「安全帯」と
書いてある物は旧規格品
です

新規格と旧規格の見分け方

・新規格のランヤードの条件
　（両方を満たしていること）
・ショックアブソーバが付いていること
・ショックアブソーバに「墜落制止用
器具の規格」という表示があること

新規格 旧規格
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𦿷涼輔さん（豊浦）

２年ぶりに大会開催

（
申
請
時
60
歳
以
上

の
方
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
請
の
場
合

は
1
人
4
，4
0
0

円
）

（
5
）
支
援
金
申
請
方
法

技
能
者
登
録
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
申
請

書
（
左
図
を
参
照
）

を
対
象
期
間
内
に
本

部
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

（
6
）
そ
の
他
　
　

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
全
建
総
連
の
支
援

を
受
け
て
取
り
組
む

こ
と
か
ら
、
上
限

2
0
0
人
と
し
ま
す
。

（
1
）
対
象
期
間

令
和
3
年
10
〜
12
月

①
12
月
ま
で
に
認
定

登
録
機
関
窓
口

（
建
設
山
口
）
で

申
請
を
さ
れ
た

方
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
技
能
者
登
録

し
、
右
記
期
間
内

に
建
設
山
口
本
部

で
申
請
確
認
書
類

【
登
録
料
払
込
受

領
書
（
コ
ン
ビ
ニ

支
払
い
）
ま
た
は

お
支
払
い
完
了
手

続
き
完
了
画
面

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
決
済
）】
を
受

け
付
け
た
方

（
2
）
対
象
者
　
　

「
詳
細
型
」
で
技
能

者
登
録
を
し
た
方

（
建
設
山
口
組
合
員
）

※
技
能
者
登
録
は

「
簡
易
型
」
と
「
詳
細

型
」
が
あ
り
ま
す
が
、

「
詳
細
型
」
で
技
能

登
録
し
た
方

（
3
）
対
象
職
種
　
　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
登
録
申

請
書
コ
ー
ド
表
の
表

5
「
技
能
職
種
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
全

職
種

（
4
）
支
援
金
額
　
　

1
人
4
，9
0
0
円

技能者登録の無料キャンペーン実施中

生活サポート

福利厚生倶楽部

　建設山口では、組合員の日
常生活をサポートするため
に、「福利厚生倶楽部」を勧め
ています。
　「福利厚生倶楽部」とは、中
国電力グループの㈱福利厚生

倶楽部中国が提供するサービ
スで宿泊・スポーツクラブ・
レジャーランド、育児・介護・
健康・ショッピングなど様々
なサービスで組合員さんの福
利厚生をバックアップしてい

ます。
　建設山口の組合員は特別価
格として、入会金（32,400 円）
を無料。年会費（通常13,200円）
を 11,880 円（消費税込）で提
供しています。

　この機会にぜひ「福利厚生
倶楽部」にご加入いただき、
充実した日常生活をエンジョ
イしてくだい（詳細は所属の
支部まで）。

締切は12月3日
（本部必着）
どしどし

御応募ください

新年号の原稿

募　 集
新年号の原稿

募　 集
組
合
で
は
出
来
る
限

り
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。次

号
は
新
年
号
と
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
要

領
で
原
稿
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ど
し
ど

し
所
属
支
部
を
通
し

て
、
原
稿
を
お
送
り
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
掲

載
さ
れ
た
方
に
は
、
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

◇
内

容

①
我
が
家
、
私
の
自

慢
話
②
我
が
家
、
私
の

正
月
の
過
ご
し
方
③
年

お
と
こ
、年
お
ん
な
（
新

年
の
抱
負
）
④
我
が
家
、

私
の
健
康
法
⑤
写
真
、

絵
画
、
短
歌
な
ど
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

◇
字

数

４
０
０
字

◇
締

切

12
月
３
日
必
着
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................................................................................................................................

................................................................................................................................

＊インターネット申請のクレ
ジットでのお支払いの場合
は「お支払い手続き完了画
面」を印刷して、この申請書
に添付してください。

令
和
5
年
度
か
ら
あ
ら
ゆ
る
工
事
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
）
完
全
実
施

に
向
け
、
行
政
・
建
設
業
界
が
一
体
と
な
っ
て
動

き
だ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
技
能
者
1
人
1
人
の
経
験
や
技

能
を
レ
ベ
ル
1
か
ら
レ
ベ
ル
4
で
評
価
す
る
制
度

で
、
野
丁
場
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
住
宅
建
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
受
注
す
る
元
請
・
一
人
親
方
・

技
能
者
も
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
へ
登
録
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
こ
え
よ
う

全国の仲間と技を競う

村田淳さん（長門）

全
建
総
連
第
37
回
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
が
9

月
18
〜
20
日
の
3
日
間
、

島
根
県
松
江
市
「
く
に
び

き
メ
ッ
セ
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
中
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
2
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
、全
国
か
ら
21
県
連
・

組
合
45
人
が
出
場
し
、
競

技
課
題
の
「
四
方
転
び
踏

み
台
」
の
製
作
に
の
ぞ
み

ま
し
た
。

建
設
山
口
か
ら
は
𦿷
涼

輔
（
豊
浦
）
さ
ん
と
村
田

淳
（
長
門
）
さ
ん
が
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

競
技
時
間
は
6
時
間
で
、

ま
ず
現
寸
図
を
作
成
。
そ

の
後
、
休
む
暇
な
く
木
削

り
・
墨
つ
け
・
加
工
・
組

み
立
て
へ
と
作
業
を
進
め

ま
す
。
選
手
は
競
技
時
間

と
闘
い
な
が
ら
の
作
業
と

な
り
ま
す
。

2
人
は
緊
張
か
ら
か
、

実
力
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
惜
し

く
も
入
賞
に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

全
国
の
仲
間
と
技
を
競

い
合
い
、
来
年
に
向
け
て

貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

全
建
総
連
会
館
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
10
月
15
日
、

全
建
総
連
第
62
回
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

と
し
て
、
岩
手
県
で
の
開

催
予
定
か
ら
変
更
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
中
央
役
員
1

4
3
人
、
代
議
員
7
9
0

人（
委
任
状
含
む
）等
、
9

8
7
人
。
建
設
山
口
か
ら

は
中
央
役
員
2
人
、
代
議

員
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り

こ
え
、
組
織
拡
大
と
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
促
進
の
力
で
賃
金
・

単
価
を
引
き
上
げ
、
魅
力

あ
る
建
設
業
を
実
現
し
よ

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
1
日
大
会
と
し
て

討
議
が
行
わ
れ
、
質
疑
応

答
で
は
代
議
員
か
ら
事
前

の
文
書
提
出
分
を
含
め
た

意
見
、
要
望
、
質
問
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
文
書
回

答
を
含
め
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

大
会
は
、
経
過
報
告
・

決
算
報
告
・
監
査
報
告
・

運
動
方
針
・
予
算
・
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、

大
会
表
彰
と
し
て
、
建
設

山
口
か
ら
穴
見
泰
夫
さ
ん

（
下
関
）
が
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
建
総
連
の
役

員
と
し
て
、
中
央
執
行
委

員
に
吉
村
修
執
行
委
員

長
・
小
林
和
弘
書
記
長
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
第
62
回
定
期
大
会

組
合
で
木
建
講
習
を
開
催

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

り
、
軒
高
5
ｍ
以
上
の
木

造
建
築
物
の
構
造
部
材
の

組
立
て
ま
た
は
こ
れ
に
伴

う
屋
根
下
地
も
し
く
は
外

壁
下
地
の
取
付
作
業
に
つ

い
て
は
、
講
習
を
修
了
し

た
者
の
中
か
ら
作
業
主
任

者
を
選
任
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

9
月
27
〜
28
日
、
建
設

山
口
本
部
会
館
に
お
い
て

木
造
建
築
物
の
組
立
て
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
山
口
県

建
設
職
業
訓
練
協
会
が
山

口
労
働
局
長
の
登
録
を
受

け
て
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
2
日
間
の
講
習
を
受

け
て
修
了
試
験
に
合
格
し

た
受
講
者
に
は
後
日
、
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

～お問い合わせは、お入りの支部まで～
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登
山
靴

40

久光　義秋（光・大工 71）

皇
オオ

座
ザ

山
サン

527m
（熊毛郡上関町）

山
口
県
内
の
一
等
三

角
点
は
16
座
標
あ
る
と

聞
く
。
萩
市
三
島
の
一

等
三
角
点
は
自
衛
隊
基

地
内
に
あ
る
珍
し
い
座

標
で
す
。

上
関
町
室
津
半
島
の

皇
座
山
も
一
等
三
角
点

の
測
量
基
準
点
の
石
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
山
は

古
い
火
山
が
形
成
し
た

痕
跡
が
多
く
み
ら
れ
、

溶
岩
が
固
ま
っ
た
岩
や

ガ
レ
場
が
現
在
も
数
多

く
確
認
で
き
る
。

登
山
口
は
柳
井
市
の

池
の
浦
集
落
に
登
山
路

が
あ
る
が
、
海
抜
０
ｍ

か
ら
５
２
５
ｍ
の
急
な

登
り
は
辛
い
の
で
、
平

尾
町
側
の
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
な
る
林
道
を
利
用
す

れ
ば
山
頂
に
近
い
８
合

目
ま
で
行
け
る
。
近
頃

は
こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で

歩
く
ハ
イ
カ
ー
が
多
い
。

稲
荷
様
鳥
居
の
手
前

を
右
折
す
る
と
15
台
程

度
停
め
ら
れ
る
駐
車
場

が
あ
る
。
ト
イ
レ
も
設

置
さ
れ
キ
ャ
ン
パ
ー
も

利
用
す
る
。

駐
車
場
か
ら
右
に
３

ｍ
幅
の
登
山
路
が
山
頂

ま
で
続
く
。
歩
き
始
め 夫婦岩の玉光（2021年3月18日）

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
9
月
末
現
在
で
、
表
の

と
お
り
1
万
2
4
7
9
人

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
拡
大

運
動
も
な
か
な
か
難
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
度
に
入
り
加
入
者
は

6
0
0
人
、
脱
退
者
は

5
5
8
人
で
現
在
ま
で
42

人
の
増
加
と
な
り
、
9
年

連
続
の
年
間
増
員
に
向
け

て
前
進
し
て
い
ま
す
。

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
9
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

現
場
等
で
ま
わ
り
を
見

渡
し
、
声
を
掛
け
組
合
の

メ
リ
ッ
ト
（
中
建
国
保
、

労
災
保
険
、
税
金
相
談
、

各
種
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
「
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を

守
る
」
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
宇
部
・
島
根
政
義（
大

工
・
55
）】「
後
継
者
育
成

の
木
工
教
室
」
と
題
し
て
、

8
月
8
日
建
設
山
口
宇
部

支
部
会
館
2
Ｆ
で
夏
休
み

親
子
木
工
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
の
関
係
上
、
参
加
者
は

集
ま
る
の
か
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
6
家
族
24
人
の

子
供
た
ち
の
参
加
に
な
り

ま
し
た
。

作
製
す
る
マ
ガ
ジ
ン

ラ
ッ
ク
、
ミ
ニ
椅
子
、
平

椅
子
の
完
成
展
示
品
を
見

て
も
ら
い
、
子
供
た
ち
に

ど
れ
が
作
り
た
い
か
を
聞

11
月
に
5
人
目

仕
事
が
ん
ば
る

宇
部

土
井
山

悠
治

（
電

工
）

11
月
に
5
人
目
の
子
供

が
生
ま
れ
る
予
定
で
す
。

仕
事
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

休
み
が
増
え
て

小
さ
な
楽
し
み
発
見

下
松

竹
田

範
臣

（
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
）

今
年
に
入
り
休
み
が
少

し
増
え
て
、
家
族
と
過
ご

す
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

車
で
近
場
を
ド
ラ
イ
ブ

し
季
節
を
感
じ
、小
さ
な
楽

し
み
を
見
つ
け
て
い
ま
す
。

昼
間
は
暑
す
ぎ

空
調
服
が
手
放
せ
な
い

吉
南

松
尾

英
和

（
屋
根
工
）

朝
晩
す
っ
か
り
涼
し
く

な
り
、
過
ご
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昼

間
は
暑
す
ぎ
て
空
調
服
を

手
放
せ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら

行
き
た
い
と
こ
ろ
沢
山

下
松

吉
田

亜
衣
子

（
主

婦
）

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た

ら
京
都
の
鈴
虫
寺
に
行
き

た
い
で
す
。
嵐
山
か
ら
自

転
車
で
行
く
の
が
気
持
ち

よ
く
て
最
高
で
す
。

大
分
も
行
き
た
い
な
。

行
き
た
い
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
。
皆
さ
ん
も
そ
う
で

す
よ
ね
。
た
く
さ
ん
我
慢

し
て
い
る
し
。
そ
ろ
そ
ろ

本
当
に
終
息
し
て
欲
し
い

で
す
。

て
20
分
で
三
角
点
の
あ

る
山
頂
に
着
く
。
展
望

は
木
々
に
邪
魔
さ
れ
良

好
と
は
い
え
な
い
。
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
が
出
来
る

ま
で
は
海
岸
か
ら
90
分

の
急
坂
を
歩
い
た
も
の

だ
が
。

こ
の
地
域
は
風
が
強

く
海
に
囲
ま
れ
て
い
る

の
で
霧
が
発
生
す
る
地

形
で
、
海
に
近
い
が
山

野
の
動
植
物
が
多
い
。

他
で
は
見
ら
れ
な
い
草

木
に
遇
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

皇
座
山
の
も
う
一
つ

の
ス
ポ
ッ
ト
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
有
名
に
な
っ
た
南
側

の
山
頂
に
鎮
座
す
る
「
夫

婦
岩
」
だ
。
春
と
秋
の

彼
岸
だ
け
岩
の
隙
間
に

朝
日
夕
日
が
射
し
込
み
、

神
々
し
い
時
間
帯
は
摩

訶
不
思
議
な
世
界
が
体

験
で
き
る
。

ス
マ
ホ
の
普
及
と
口

コ
ミ
で
広
ま
り
、
泊
ま

り
込
み
で
見
学
に
来
ら

れ
る
県
内
外
の
フ
ァ
ン

で
早
朝
か
ら
に
ぎ
や
か

な
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

岩
の
ま
わ
り
は
有
志
の

方
々
の
尽
力
で
整
備
さ

れ
、
展
望
も
抜
群
で
す
。

四
国
の
石
鎚
山
や
春

に
は
海
上
の
雲
海
な
ど
、

心
に
し
み
る
景
色
が
眠

気
を
覚
ま
す
で
し
ょ
う
。

支部 令和 3 年 9 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 71 1
岩国 1,800 7
宇部 1,701 5
小野田 579 -10
吉南 1,058 -3
下松 1,437 34
熊毛南 247 -6
下関 1,125 -30
徳山 760 8
豊浦 196 4
長門 182 7
萩 190 0
光 262 -3
防府 1,007 17
美祢 169 1
山口 1,217 5
柳井 478 5

計 12,479人 42

建設作業所などで注意すること

多
く
の
仲
間
を
組
合
に

い
て
選
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。高

学
年
の
子
供
は
、
指

導
員
の
言
う
と
お
り
に
木

材
を
定
寸
墨
付
け
し
て
、

ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
切
断

作
業
を
し
て

も
ら
い
ま
し

た
。
小
さ
い

子
供
は
、
お

父
さ
ん
お
母

さ
ん
や
私
た

ち
指
導
員
が

墨
付
け
と
切

断
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

紙
ヤ
ス
リ
で

木
材
の
か
ど

を
面
取
り
し
て
、
ビ
ス
と

釘
に
て
組
み
立
て
作
業
を

行
い
ま
す
。
会
場
内
に
ビ

ス
止
め
の
イ
ン
パ
ク
ト
ド

ラ
イ
バ
ー
の
音
や
金
づ
ち

で
釘
を
打
つ
音
、
参
加
者

の
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
し
た
に
ぎ
や
か
な
声
が

響
き
ま
し
た
。

午
前
の
部
と
午
後
の
部

に
分
か
れ
て
、
参
加
者
も

指
導
員
も
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

女の子も上手に釘を打ちます

自分で作った作品を持って笑顔の子供たち

後
継
者
の
育
成
を

24
人
の
子
供
が
参
加
宇部支部

コロナウイルス対策
｜ 3密を回避しよう ｜

｜ 衛生管理を徹底しよう ｜

｜ 報告・連絡体制を万全に ｜

  ・換気の励行（打ち合わせ時、作業時、休憩時など）
  ・他の人との距離を 2ｍ以上に保つ
  ・休憩時間をずらして部屋の密度をさげる
  ・会議、打合せの内容見直し（時間短縮、人数削減など）

  ・手洗い、うがい、マスク着用の励行
  ・現場入場時の検温
  ・アルコール消毒の徹底
  ・作業従事者の健康状態の把握

  ・連絡体制の把握（指示系統の確立、報告の義務化など）
  ・発注者との円滑なコミュニケーションを心掛ける
  ・管轄の公的相談窓口の把握（保健福祉事務所など）
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阿東　折口　大介
（内装・44）

し
ば
ら
く
は

楽
し
め
る

折口さん

　長引くコロナウィルスの

影響で家で過ごすことがおお

くなり、何かすることは無いか

と部屋を見ていると以前貰ったガン

プラに目が留まりました。

　「これをつくろうか」とまず部屋を

少し片付けて作業場所を確保し箱を開

けました。

　まずは接着剤を使わず、ランナーか

らパーツを切り離し、すぐに外せるよ

うにパーツを仮に組み立てていきま

す。

　次は本組み、合わせ目を消す作業

に入っていきます。昔のプ

ラモデルには小さな接着剤が

入っていたのですが今は入ってな

くて別売の物を購入。

　一つ一つパーツに接着剤を塗りパー

ツを合わせると溶けたプラがムニュッ

と外に飛び出してきます。

　完全に接着するまでに時間が掛かる

ので、まだまだ完成には程遠いです

が、目合わせを消す作業などまだやる

ことは多いので暫くは楽しむことがで

きそうです。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
ア
ラ
ス
カ
州
や
ハ
ワ
イ

州
も
含
め
、
50
の
州
か

ら
な
る
国
。

④
ク
モ
は
腹
か
ら
○
○
を

出
す
。

⑤
兄
弟
・
姉
妹
の
む
す
め
。

⑥
菌
類（
キ
ノ
コ
や
カ
ビ
）

等
の
生
殖
細
胞
。

⑧
一
般
的
に
は
「
も
の
を

考
え
る
力
」。

⑪
こ
こ
へ
貯
金
す
る
人
も

い
る
。

⑫
実
在
の
反
対
、
○
○
○

の
人
物
。

⑬
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る

巨
石
像
。

⑮
胃
が
た
れ
下
が
る
病
気
。

⑰
秋
の
次
に
く
る
。

⑱
漢
字
の
日
本
風
の
読
み

方
。

⑲
筆
を
選
ば
な
い
大
師
。

空
海
の
諡
号（
し
ご
う
）。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
夕
焼
け
は
晴
れ
。
朝
焼

け
は
？

②
非
科
学
的
な
言
い
伝
え
。

③
こ
と
わ
ざ
。「
幸
運
は

人
間
の
力
だ
け
で
は
そ

う
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
か
ら
、
焦
ら
ず
に
時

期
を
待
て
」。
○
○
○

は
寝
て
待
て
。

④
提
供
者
か
ら
受
給
者
に

組
織
や
臓
器
を
移
し
植

え
る
医
療
行
為
。
臓
器

○
○
○
○
。

⑦
売
っ
た
り
買
っ
た
り
。

⑨
背
の
高
い
秋
に
咲
く
花
。

漢
字
で
秋
桜
と
書
く
。

⑩
大
空
。
鳥
が
○
○
○
○

○
を
飛
ぶ
。

⑪
体
を
成
長
・
発
達
さ
せ

る
た
め
の
教
育
。
秋
の

○
○
○
○
祭
。

⑭
勝
ち
負
け
が
な
い
。

⑯
○
○
づ
め
。
○
○

ジ
ュ
ー
ス
。

⑰
父
と
母
、
両
親
。

　
　

◆
◆
◆

◆
◆
◆

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
12
月
4
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
305
号
解
答
◇

コ
ウ
ヨ
ウ

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
住
吉

珠
里
【
吉
南
】
池
田
真
里

子
・
上
野
光
義
・
小
島
津

泰
恵
・
坂
井
早
苗
・
宮
崎

武【
下
松
】吉
光
賢
信【
萩
】

伊
勢
嶋
伸
子
【
山
口
】
野

田
和
利
・
松
田
千
恵　
　

（
応
募
総
数
31
）

作・斉藤達夫

秋の蟲（むし）

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

連
中
ば
か
り
じ
ゃ

な
い
ぞ

そ
も
そ
も

旧
字
体
で
は

「
蟲
」

と
書
い
た
も
ん
じ
ゃ

カ
メ
ム
シ

ダ
ン
ゴ
ム
シ

う
よ
う
よ

い
る
の
は・・・

や
め
て
ー

せ
っ
か
く
の

気
分
が

台
な
し
よ

あ
ら

庭
先
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
の
は

ス
ズ
ム
シ

そ
れ
と
も

コ
オ
ロ
ギ
？

秋
の
夜
長
に

虫
た
ち
が

か
な
で
る

「
小
夜
曲
」

ス
テ
キ
ね

セ
レ
ナ
ー
デ

AD

B

E

C

1

5

11

15

18

2

8

16

3

6

14

19

4

7

12

19

4

17

109

13

【
下
関
・
金
子
浩
一
（
左

官
・
59
）】
道
の
駅
菊
川

の
向
か
い
側
に
あ
る
と
て

も
お
し
ゃ
れ
な
パ
ン
屋
さ

ん
。小

さ
な
店
内
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
内
に
並
べ
ら
れ
た

パ
ン
は
、
ど
れ
も
美
味
し

そ
う
。

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

 「愛○」「お気に入りの場所」の
メ
イ
ン
は
ハ
ー
ド
パ
ン

の
お
か
ず
系
、
季
節
の
野

菜
を
使
っ
て
い
た
り
、
オ

ム
レ
ツ
が
は
さ
ん
で
あ
っ

た
り
と
種
類
も
豊
富
で
す

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
お

勧
め
は
ハ
ー
ド
パ
ン
好
き

に
は
た
ま
ら
な
い
、
病
み

つ
き
必
至
の
「
あ
ん
バ

タ
」。噛み

応
え
の
あ
る
フ
ラ

ン
ス
パ
ン
に
あ
ん
こ
と
バ

タ
ー
が
た
っ
ぷ
り
で
、
リ

ピ
ー
ト
確
実
の
一
品
で
す
。

お
店
の
奥
に
は
季
節
の

果
実
と
ク
リ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
。

今
な
ら
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
や
イ
チ
ジ
ク
、
ま

た
豆
乳
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
等
、
ス
イ
ー
ツ
も
充
実
。

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
。

小
野
田
に
2
号
店
が
あ

り
ま
す
が
、
建
設
山
口
の

カ
ー
ド
は
使
え
ま
せ
ん
。

おしゃれな外観のパン屋さん

ショールームに並べられたパン

お
勧
め
は
「
あ
ん
バ
タ
」

ハ
ー
ド
パ
ン
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い

Pois1213
T E L：083-287-3141
営業時間：月、火、木～日 09:00 ～ 18:00
定休日：毎週水曜日
住　所：山口県下関市菊川町大字上岡枝 754-4

内日方面

西市方面

小月方面

道の駅
きくがわ Pois1213




